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1 ．プロジェクトの趣旨と実施計画

　本研究が取り上げる主題は、習近平政権期中国における政治と政策の関係である。習

近平が共産党総書記に就任した2012年10月以来、中国政治は以前と異なる様相を示して

きた。特に習近平個人への権力集中と社会への抑圧強化は、国際的にも大きな反応を引

き起こし、多くの論説や研究が生み出されてきた。しかし、先行研究の圧倒的多数は、

習近平個人の思想や思惑、または共産党中央のエリート構成や政策決定機構の変化と

いった権力の最上層部の動向に関心を向け、習近平の発言や行動を主たる論拠として議

論を展開してきた。しかし他方で、政治と政策の関係、すなわちリーダーの交代による

権力関係や組織体制の変化が、異なる争点分野における政策の内容、ならびに中央と地

方の各レベルにおける政策実施の状況にいかなる影響を与えたのかといった問題への学

術的関心は希薄であった。そしてこうした研究状況の背景として情報や資料の不足が指

摘されてきた。

　そこで本研究は、こうした既存研究の空白を埋めるために、様々な分野で実施されて

いる具体的な政策を取り上げ、習近平政権の誕生による政治の変化が政策過程の様々な

局面にどのような影響を与えてきたかという問いを設定し、新しいデータソースの系統

的な探索と活用を通じてそれに対する答えを出すことを試みる。本研究の考察を通して、

習近平時代の中国政治を読み解くための新しい視点と材料を提供するとともに、共産党

一党支配の今後について、様々な分野での政策展開に関する実証的検討に基づいた、よ

り確かな展望を得ることが可能になると考える。さらに、現地での資料調査が困難な状

況に鑑み、中国での最新の研究成果を把握するため、中国の学術雑誌データベースを必

要な範囲で導入し積極的に活用して行く。
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　従来、中国の政策過程と政策効果の分析は、因果関係の検証に必要な情報やデータの

入手が難しいゆえに、実証的、理論的知見の蓄積が乏しい状況であった。こうした状況

は、昨今の諸般事情により、現地における聞き取り調査の実施が事実上困難になってき

たことで、さらに悪化したと言える。しかし他方で、近年、中国の対外活動の飛躍的増

大や、デジタル情報の生成と拡散等により、政策の内容や実施状況に関するデータが著

しく増えてきている。そこで、本研究は、中国内外において収集・利用可能なデータソー

スの系統的な探索と活用を通じて、中国の政策過程の研究を一歩前進させようとする。

　もちろん、全ての政策分野で質の高いデータが取得可能であるとは限らない。しかし、

本研究会の各メンバーがそれぞれの専門分野で培ってきた深い「現場知」を活かせれば、

データへのアクセスと収集に関する困難を乗り越えることができると考えている。また、

収集したデータの活用に当たっては、メンバー全体で協力し合う体制を構築する一方で、

計量的手法に限らず、データを用いた中国政治の分析に実績を持つ国内外の講師を招い

て学習する機会を設けることで、研究成果の総合的なレベルアップを目指したい。継続

年度においては、初年度を通じて収集・作成してきたデータ（ベース）をフールに活用

し、政策の形成と実施のプロセスを分析していく。具体的には、（1）各領域において政

策の形成を主導したアクターを特定し、各アクターの政策選好、及びアクター間の関係

の変化に注目しながら政策の内容を説明し、さらに（2）当該政策の実施状況について

政策効果の有無を中心に評価する。こうした作業を通じて、今なおブラックボッスクス

になっている中国の政策過程を解き明かす手がかりを得るとともに、今後の内政・対外

政策の展開をよりよく展望することが可能になると期待している。

2 ．研究プロジェクトの実施状況

　本年度は、（1）共同研究者との学会報告を 1 回、（2）メンバーによる中間成果の報告

会を 1 回開催した。11月27日に関西大学で開催されたアジア政経学会秋季大会に本プロ

ジェクトのメンバーを中心とした分科会を企画申請し、政策アジェンダの変遷という観

点から習近平政権10年を検証する論文を発表した。同分科会には、本プロジェクトのメ

ンバーの伊藤亜聖（東京大学）が報告論文共著者として、加茂具樹（慶應大学）と任哲

（ジェトロアジア経済研究所）がそれぞれ司会と討論者として参加した。成果報告会では、

プロジェクト代表者の林が、“Discovering China’s Policy Trajectories in the Xi Jinping 

Era： A Text-as-Data Approach to Presidential Speeches, 2012-2021” をテーマとして

報告し、メンバーとの意見交換を行った。
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〈学会報告〉

（1）アジア政経学会秋季大会・自由応募分科会 2 「習近平政権10年を検証する」

・日時：2022年11月27日（日）

・場所：関西大学

・司会：加茂具樹（慶應義塾大学）

・分科会の構成

　報告 1 ：林載桓（青山学院大学）・伊藤亜聖（東京大学）・張紅咏（経済産業研究所）

　�　“Discovering China’s Policy Trajectories in the Xi Jinping Era： A Text-as-Data 

Approach to Presidential Speeches, 2012-2021”

　報告 2 ：内藤寛子（ジェトロアジア経済研究所）

　　「習近平政権下の司法改革：司法責任制の導入とその実態」

　報告 3 ：于海春（早稲田大学）

　�　「習近平政権期における地方紙の腐敗報道フレームの変化：量的テキスト分析によ

る試み」

　討論：鈴木隆（愛知県立大学）、任哲（ジェトロアジア経済研究所）

〈第 1 回合同セミナー（研究報告）〉

・日時：2023年 2 月20（火）午後 4 時

・報告者：林載桓

・�報 告 テ ー マ：“Discovering China’s Policy Trajectories in the Xi Jinping Era： A 

Text-as-Data Approach to Presidential Speeches, 2012-2021”

3 ．研究プロジェクトの成果と得られた知見

　これまでの取り組みにより得られた知見は次の二つである。

　・習近平への権力集中の背景とプロセス：習近平政権発足以後、中国政治に起きた最

大の変化が習近平個人への権力集中であるという点については、学界と政策コミュニ

ティの両方で強いコンセンサスが形成されている。しかし、習近平への権力集中がなぜ

どのように進行してきたかについては、さまざまな議論が存在する中で、不明な点が多

く残されている。

　・習近平への権力集中と政策過程への影響：習近平政権期の中国政治の変容に関連す

る重要な論点の一つは、習近平への権力集中が政策形成と実施のプロセスにどのような

影響を与えたかという点である。本研究プロジェクトの考察を通じて、この点に関する
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体系的な研究がかなり少なく、とりわけエヴィデンスに基づいた実証的知見が極めて乏

しいことが確認された。引き続き、検証可能な仮説を提示しつつ、さまざまな形態のデー

タを収集していく努力を続けることが重要である。
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